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【開催報告】JICN主催イベント「地域の魅力を活用した脱炭素ビジネスの可能性」＠福岡

を開催しました 

 

2026 年３月 13 日 

 

株式会社脱炭素化支援機構（代表取締役社長：田吉禎彦、英語名称：Japan Green Investment Corp. 

for Carbon Neutrality（JICN））は、去る 2026 年 2 月 19 日、アクロス福岡にて JICN 主催イベント「地

域の魅力を活用した 脱炭素ビジネスの可能性」を開催しました。 

 

本イベントは、地域の魅力を活用した脱炭素ビジネスの可能性を探り、事業推進のポイントなどの気

づきを得ることを目的に企画したものです。「地域の価値の見える化と、脱炭素と経済成長の両立」など

に関する専門家による基調講演や、「大企業×スタートアップ×地域金融機関」の実践事例を交えたパ

ネルディスカッションが行われ、地域資源を活用した脱炭素ビジネスの課題や今後の展望・期待につい

て登壇者から語られました。 

 

冒頭に行われた基調講演では、九州大学大学院工学研究院 主幹教授 馬奈木俊介氏及び環境省地域脱

炭素政策調整担当参事官 浜島直子氏よりご講演を賜りました。馬奈木氏からは、データと AI による地

域価値の可視化や新たな経済指標の導入、さらには地域のウェルビーイング評価といった先端技術を活

用し、地域社会の持続可能性を高める取組が示されました。また、浜島氏からは、自治体や企業におけ

る脱炭素化を社会の標準的な取組として位置づけること、そしてその実践がビジネス機会の創出にもつ

ながる点についてご説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例研究では、「百年ソーラー九州事業」を題材に、大企業・スタートアップ・地域金融機関が連携し、

地域に点在する老朽化した中小規模の太陽光発電設備の性能再生（リパワリング）と長寿命化によって

地域で発電した再生可能エネルギーを事業に生かす取組が紹介されました。プロジェクト立ち上げの背

景や各社の参画動機に加え、ファイナンス面や太陽光発電所の取得における難しさなど、推進過程で直

面した課題とその克服のプロセス、さらに、異なる立場の主体が協働し得た要因などが議論されました。

登壇者からは、地域の魅力を活用した脱炭素ビジネスの実装に向けた実践的な知見が示されました。 

基調講演：九州大 馬奈木氏 講演：環境省 浜島氏 
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当日は現地参加、オンライン視聴含めて 200 名弱の方が熱心に話に聞き入っていました。JICN は今

後も脱炭素ビジネスや脱炭素に取り組む方のネットワーク構築に資するテーマで勉強会やイベントを

開催して参ります。 

＜本イベントメディア掲載情報＞ 

共同通信 OVO（記事）：https://ovo.kyodo.co.jp/news/biz/a-2078786 

共同通信 OVO（動画）：https://ovo.kyodo.co.jp/movie/a-2079451 

株式会社共同通信社サイト：https://www.kyodo.co.jp/news/2026-03-06_3996683/ 

 

●イベント概要 

脱炭素化支援機構(JICN)主催イベント 

「地域の魅力を活用した脱炭素ビジネスの可能性」 

【日時】2026 年 2 月 19 日（木）第 1 部 14-16 時 

第２部 16-17 時（現地会場のみ) 

【会場】現地会場：アクロス福岡 B2F イベントホール（福岡県福岡市中央区天神 1 丁目 1 番 1 号） 

オンライン：Zoom によるウェビナー 

【費用】参加費無料(要予約) 

【主催】株式会社脱炭素化支援機構（JICN）（https://www.jicn.co.jp/） 

 

＜プログラム＞ 

【第１部】 14-16 時（ハイブリッド：現地会場とオンライン） 

(1)基調講演：九州大学大学院工学研究院 主幹教授 馬奈木 俊介氏 

講演タイトル：「地域の価値の見える化」 

(2)講演：環境省地域脱炭素政策調整担当参事官 浜島直子氏 

（前自然環境局自然環境計画課 生物多様性主流化室室長） 

講演タイトル：「地域脱炭素の これまでとこれから」 

(3)事例研究 テーマ：百年ソーラー九州事業 

◆概要説明：株式会社脱炭素化支援機構(JICN) 代表取締役社長 田吉 禎彦氏 

◆登壇者によるピッチ、パネルディスカッション(4 社) 

事例研究：「百年ソーラー九州事業」を題材にした 
パネルディスカッションの様子 

https://ovo.kyodo.co.jp/news/biz/a-2078786
https://ovo.kyodo.co.jp/movie/a-2079451
https://www.kyodo.co.jp/news/2026-03-06_3996683/
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・ヒラソル・エナジー株式会社：代表取締役社長 李旻氏 

・九州旅客鉄道株式会社：取締役常務執行役員 赤木 由美氏 

・株式会社肥後銀行：法人コンサルティング部 副部長 兼 シンジケーション室長 藤本 和裕氏 

・三菱 UFJ 信託銀行株式会社：法人マーケット統括部 副部長 兼 法人事業開発室長 鶴岡 秀規氏 

【第２部】16-17 時まで ネットワーキング（現地参加者のみ） 

 

JICN は、引き続き、様々なステークホルダーと連携しながら、脱炭素に資する多種多様な事業に対

する資金供給を行い、また、ノウハウや情報、人財を普及・輩出し、多様な主体がもつアイデアや技術

をつなぐことで、豊かで持続可能な未来づくりに貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

経営企画総務部 企画グループ（担当：福井、山尾） 

電 話：03-6257-3863 

メール：https://www.jicn.co.jp/contact/   

https://www.jicn.co.jp/contact/

